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１ 

は
じ
め
に

　

本
稿
の
執
筆
中
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
７
月
17

日
に
、
農
林
水
産
省
は
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
）
の
発
生
確
認

に
よ
り
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
か
ら
の
生

き
た
家
き
ん
と
家
き
ん
肉
等
の
輸
入
を
一

時
停
止
し
た
。
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
は

ブ
ラ
ジ
ル
２
番
目
の
鶏
肉
輸
出
量
な
の

で
、
州
単
位
の
輸
入
停
止
措
置
で
あ
っ
て

も
イ
ン
パ
ク
ト
は
か
な
り
に
な
る
。
世
界

的
に
鶏
肉
輸
出
国
に
と
っ
て
は
、
自
国
で

の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
発
生
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
家
き
ん
と
家
き
ん
肉

等
が
輸
入
で
き
な
く
な
る
と
、
国
内
の
鶏

肉
供
給
不
足
リ
ス
ク
も
出
て
く
る
。

　

さ
て
、
鶏
卵
肉
情
報
へ
の
投
稿
は
３
年

ぶ
り
に
な
る
。
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

（
Ａ
Ｗ
）
に
つ
い
て
の
執
筆
は
、
こ
れ
ま

で
年
に
約
２
回
ペ
ー
ス
で
１
９
９
８
年
１

月
か
ら
２
０
２
０
年
１
月
ま
で
行
っ
て
き

た
。
執
筆
を
３
年
間
休
ん
だ
理
由
は
、
国

内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
）（
資
料
１
）、
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
）（
資

料
２
）
の
同
時
発
生
に
よ
り
、
国
内
外
へ

の
出
張
行
動
が
制
限
さ
れ
十
分
な
Ａ
Ｗ
に

関
す
る
現
場
調
査
と
情
報
収
集
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

政
治
経
済
で
も
養
鶏
業
界
で
も
、
過
去

「
飼
養
管
理
に
関
す
る
技
術
的
指
針
」巡
る
動
き
と

　
肉
用
鶏
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
対
応
に
つ
い
て

㈱
イ
シ
イ
代
表
取
締
役
社
長
　
竹
内
正
博

３
年
間
は
先
の
見
え
な
い
非
常
に
苦
難
な

期
間
で
あ
っ
た
。
２
０
２
０
年
１
月
に
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
最
初
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
、
２
０
２
２
年
に
感
染
者
数
は
大
幅

に
増
え
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
３
年
間
続
い
た
が
、
２
０
２
３

年
５
月
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感

染
症
（
い
わ
ゆ
る
２
類
相
当
）
か
ら
５
類

感
染
症
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
期
間
に
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
も
発
生
し

た
。
特
に
過
去
最
悪
の
殺
処
分
を
出
し
た

昨
シ
ー
ズ
ン
の
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｉ
発
生
は
、
２
０

２
２
年
10
月
か
ら
始
ま
り
２
０
２
３
年
４

月
ま
で
続
き
、
発
生
事
例
数
は
84
件
、
殺

処
分
羽
数
は
１
７
７
１
万
羽
、
発
生
期
間

は
約
半
年
間
に
も
及
ん
だ
。
さ
ら
に
、
２

０
２
２
年
２
月
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
も
始
ま
っ
た
。
過
去
３
年
間

に
社
会
環
境
の
悪
影
響
に
よ
り
飼
料
価
格

等
の
高
騰
で
生
産
コ
ス
ト
は
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
、
肉
用
鶏
業
界
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

２ 

わ
が
国
の
Ａ
Ｗ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

国
の
Ａ
Ｗ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で
き
る
。

２
０
２
３
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
農
林
水

産
省
の
第
３
回
意
見
交
換
会
資
料
と
し
て

「
国
際
獣
疫
事
務
局
の
陸
生
動
物
衛
生
規

約
に
お
け
る
Ａ
Ｗ
の
国
際
基
準
を
踏
ま
え

た
家
畜
の
飼
養
管
理
の
推
進
に
つ
い
て
」

の
畜
産
局
長
通
知
案
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
等
の
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OPINION 「飼養管理に関する技術的指針」巡る動きと肉用鶏のアニマルウェルフェア対応について

「
飼
養
管
理
に
関
す
る
技
術
的
な
指
針
案
」

（
指
針
案
）
が
示
さ
れ
、農
林
水
産
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
７
月
26
日
に
は
第
３
回
意
見

交
換
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
す
る
畜
種
ご
と
の
新

た
な
指
針
が
農
林
水
産
省
畜
産
局
長
通
知

と
し
て
発
出
さ
れ
た
。
本
指
針
は
、
Ａ
Ｗ

に
関
す
る
意
見
交
換
会
の
開
催
状
況
、
関

連
通
知
、
Ｏ
＆
Ａ
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な

ど
の
参
考
資
料
と
併
せ
、
下
記
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
国
内
の
Ａ

Ｗ
に
と
っ
て
、
２
０
２
３
年
は
記
念
す

べ
き
年
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。https://

w
w

w
.m

aff.go.jp/j/chikusan/sinko/
anim

al_w
elfare_iken.htm

l

　

２
０
２
２
年
か
ら
２
年
間
の
任
期
で
、

筆
者
は
公
益
社
団
法
人
畜
産
技
術
協
会
の

推
薦
で
意
見
交
換
会
委
員
（
資
料
３
）
を

務
め
て
い
る
。
第
３
回
意
見
交
換
会
で
配

付
さ
れ
た
資
料
に
、
２
０
２
２
年
５
月
23

日
～
６
月
21
日
の
１
カ
月
間
に
実
施
さ
れ

た
、
畜
種
ご
と
の
飼
育
管
理
等
に
関
す
る

指
針
案
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
は
１
７
３
０
件
に
上
る
意
見
な
ど
の

提
出
が
あ
っ
た
。
指
針
は
、
こ
う
し
た
パ

資料１：2020年1月～2023年5月までのCOVID新規陽性者数の推移（日別）（出所：厚生労働省HP）

資料２：HPAI発生の推移（出所：岩元利典獣医師の集計資料）

資料３：AWに関する意見交換会委員名簿（令和5年6月時点）
（出所：2023年6月28日第3回意見交換会資料）
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資料4：AWに関する新たな指針の策定について（出所：2023年6月28日第3回意見交換会資料）　

　資料5：「ブロイラーの飼養管理に関する技術的な指針」の概要（出所：2023年6月28日第3回意見交換会資料）
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ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
意
見
等
に
対
す

る
農
林
水
産
省
の
考
え
の
説
明
を
通
し
て

対
応
を
示
し
て
い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
あ
る
（
資
料
４
）。

①
畜
産
物
を
輸
出
拡
大
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応

含
む
）
す
る
た
め
、
わ
が
国
の
Ａ
Ｗ
の
水

準
を
国
際
水
準
で
あ
る
Ｏ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
ド
に

沿
っ
て
国
の
指
針
を
示
す
、
②
各
畜
種
ご

と
の
飼
育
管
理
等
に
つ
い
て
「
実
施
が
奨

励
さ
れ
る
事
項
」
と
「
将
来
的
な
実
施
が

奨
励
さ
れ
る
事
項
」
を
明
確
に
す
る
、
③

指
針
の
発
出
後
は
、
実
施
状
況
を
国
が
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、「
実
施
が
奨
励
さ
れ
る

事
項
」
の
達
成
目
標
年
次
を
設
定
す
る
。

　

指
針
（
資
料
５
）
の
第
７
に
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
の
Ａ
Ｗ
測
定
指
標
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
Ａ
Ｗ
は
結
果
に
基
づ
く
測
定
指
標
、

特
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
状
態
に
基
づ
く
指
標

を
用
い
て
評
価
す
る
と
し
て
い
る
。
指
針

に
示
さ
れ
た
指
標
は
、
①
死
亡
率
、
淘
汰

率
お
よ
び
罹
患
率
②
歩
様
③
接
触
性
皮
膚

炎
④
羽
毛
の
状
態
⑤
感
染
症
、
寄
生
虫
症

お
よ
び
代
謝
異
常
を
含
む
疾
病
の
発
生
⑥

行
動
⑦
水
分
お
よ
び
飼
料
の
摂
取
⑧
生

産
成
績
⑨
損
傷
率
⑩
目
の
状
態
⑪
鳴
き

声
等
の
11
項
目
で
あ
る
。

　

こ
の
指
針
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

直
接
的
飼
養
管
理
の
努
力
義
務
は
当
然
と

し
て
、
よ
り
細
か
な
観
察
・
記
録
、
知

識
・
技
術
の
取
得
、
設
備
、
計
画
作
成
等

の
取
り
組
み
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
と

な
る
。

３ 

公
益
社
団
法
人
畜
産
技
術

協
会
の
Ａ
Ｗ
推
進
事
業

　

公
益
社
団
法
人
畜
産
技
術
協
会
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
の
２
年
間
、

Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
養
管
理

普
及
推
進
事
業
を
８
名
の
委
員
で
、
２
０

２
３
年
６
月
30
日
の
第
１
回
事
業
推
進
委

員
会
か
ら
開
始
し
た
。
筆
者
も
委
員
の
１

人
と
し
て
、
国
内
外
の
調
査
に
協
力
出
来

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

会
議
資
料
に
よ
る
と
、
事
業
目
的
は
、

Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
養
管

理
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
Ａ
Ｗ
の
考

え
方
や
対
応
事
例
等
の
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
飼
養
者
お
よ
び
関
係
者
等

へ
の
Ａ
Ｗ
の
普
及
・
推
進
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。
事
業
内
容
は
２
つ
あ
り
、
情
報
収

集
と
提
供
事
業
で
あ
る
。
情
報
収
集
は
、

国
内
に
お
け
る
鶏
の
Ａ
Ｗ
へ
の
対
応
状
況

や
先
進
的
な
事
例
等
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
海
外
に
お
け
る

鶏
の
Ａ
Ｗ
に
対
応
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
等
を
行

う
。
提
供
事
業
は
、
収
集
し
た
情
報
等
を

取
り
ま
と
め
て
Ａ
Ｗ
の
基
本
的
な
考
え
方

や
Ａ
Ｗ
に
配
慮
し
た
ブ
ロ
イ

ラ
ー
の
飼
養
管
理
の
事
例
等

を
広
く
普
及
す
る
た
め
の
勉

強
会
等
を
開
催
す
る
。

４
「
５
つ
の
自
由
」

　

  

の
確
保

　

公
表
さ
れ
た
７
頁
の
畜
産

局
長
通
知
に
、
約
２
頁
を

使
っ
て
「
５
つ
の
自
由
」
の

確
保
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

５
つ
の
自
由
と
は
、①
飢
え
、

渇
き
お
よ
び
栄
養
不
良
か
ら

の
自
由
、
②
恐
怖
お
よ
び
苦

悩
か
ら
の
自
由
、
③
身
体
的

お
よ
び
熱
の
不
快
さ
か
ら
の

自
由
、
④
苦
痛
、
傷
害
お
よ

び
疾
病
か
ら
の
自
由
、
⑤
通

常
の
行
動
様
式
を
発
現
す
る

自
由
で
あ
る
。

　

通
常
の
行
動
様
式
を
発
現

す
る
自
由
に
つ
い
て
、
局
長

通
知
に
は
「
家
畜
が
快
適
に

休
息
す
る
こ
と
が
で
き
、
姿

勢
を
正
常
に
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
快
適
で
安

全
な
も
の
と
し
、
家
畜
本
来

の
生
態
や
習
性
に
従
っ
た
自

然
な
行
動
が
と
れ
る
機
会
を

OPINION 「飼養管理に関する技術的指針」巡る動きと肉用鶏のアニマルウェルフェア対応について

顔をうずめて羽をととのえる（毛づくろい）

翼・肢体をのばしはばたかせる
移動する休息と睡眠

食物を探す 同種との相互作用

環境を検索

環境を選びコントロールする

ひなたぼっこ とまり木にとまる

砂浴び

遊ぶ

資料6：行動学的ニーズ
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設
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

５ 

環
境
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト

の
概
要

　

Ａ
Ｗ
の
観
点
か
ら
、
環
境
エ
ン
リ
ッ
チ

メ
ン
ト
は
５
つ
の
自
由
の
う
ち
、
⑤
通
常

の
行
動
様
式
を
発
現
す
る
自
由
を
提
供
す

る
「
付
帯
設
備
」
に
当
た
る
と
、
筆
者
は

思
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
肉
用
鶏
の
付
帯

設
備
は
、
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
が
で
き
る
よ
う

に
日
光
が
入
る
窓
・
ベ
ラ
ン
ダ
、
飛
び
乗

り
飛
び
降
り
で
き
る
と
ま
り
木
、
環
境
探

索
と
餌
を
探
す
・
移
動
す
る
・
翼
と
肢
を

伸
ば
し
は
ば
た
か
せ
る
（
密
度
と
成
長
率

を
下
げ
る
）
ス
ペ
ー
ス
、
つ
い
ば
み
行
動

が
で
き
る
わ
ら
塊
・
つ
つ
き
ブ
ロ
ッ
ク
・

ひ
も
、
休
息
と
睡
眠
で
き
る
暗
い
場
所
な

ど
で
あ
る
。

６ 

家
畜
本
来
の
生
態
や
習
性

に
従
っ
た
自
然
な
行
動

　

通
常
の
行
動
様
式
を
発
現
す
る
自
由
の

確
保
に
つ
い
て
、
印
象
に
残
っ
た
講
演
を

一
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

　

２
０
２
３
年
６
月
、
筆
者
は
フ
ラ
ン
ス

で
開
催
さ
れ
た
ハ
バ
ー
ド
社
主
催
の
ハ

バ
ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

と
ス
ペ
イ
ン
に
続
い
て
三
回
目
に
な
る
。

ハ
バ
ー
ド
社
は
エ
ビ
ア
ジ
ェ
ン
グ
ル
ー
プ

に
属
し
て
お
り
、
世
界
で
赤
鶏
種
で
は
圧

倒
的
占
有
率
を
有
し
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、Laura W

arin

氏
は

「
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
プ
レ
ミ
ア
ム
チ

キ
ン
に
も
た
ら
す
も
の
」
と
題
し
て
講
演

し
、
肉
用
鶏
本
来
の
生
態
や
習
性
に
従
っ

た
自
然
な
行
動
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を

発
表
し
た
。W

arin

氏
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｗ

は
環
境
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
よ
り
肉
用

鶏
の
行
動
学
的
ニ
ー
ズ
（
資
料
６
）
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
講
演

概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
農
場
で
す

で
に
使
用
さ
れ
て
い
る
環
境
エ
ン
リ
ッ
チ

メ
ン
ト
は
、
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
、
と
ま
り
木

に
と
ま
る
、環
境
を
探
索
と
食
物
を
探
す
・

移
動
す
る
・
翼
と
肢
を
伸
ば
し
は
ば
た
か

せ
る
（
密
度
と
成
長
率
を
下
げ
る
）
等
で

あ
る
。
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
が
で
き
る
環
境
で

は
、
敷
料
の
質
が
改
善
し
、
肉
用
鶏
が
活

動
的
に
な
り
、
と
ま
り
木
は
敷
料
と
の
接

触
時
間
減
少
・
皮
膚
炎
リ
ス
ク
減
少
・
肉

用
鶏
の
活
動
量
増
加
（
と
ま
り
木
に
飛
び

乗
る
、
飛
び
降
り
る
）
と
肉
用
鶏
の
歩
行

能
力
に
良
い
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
環
境
探
索
と
餌
を
探
す
こ
と
の

で
き
る
環
境
は
、
肉
用
鶏
の
つ
い
ば
み
行

動
を
増
や
す
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
。
こ
の

よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
生
産
者

に
と
っ
て
は
、
作
業
が
増
え
、
お
金
が
か

か
る
側
面
も
あ
る
が
、
作
業
状
況
が
改
善

さ
れ
、
本
来
の
肉
用
鶏
ら
し
い
行
動
様
式

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
気
持
ち
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
ベ
ラ
ン
ダ
作
業
等
の

エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
は
楽
し
く
も
あ
る
。

　

結
論
と
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
環

境
エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
は
多
種
多
様
で
あ

り
鶏
種
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
肉
用

鶏
が
よ
り
良
い
状
態
で
飼
育
さ
れ
る
と
成

績
改
善
が
見
込
め
る
と
し
て
い
る
。

７ 

Ａ
Ｗ
対
応

　

世
界
的
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
損
害
は
１

０
０
０
兆
円
以
上
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
に

莫
大
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
Ａ
Ｗ
は
Ｈ
Ｐ

Ａ
Ｉ
由
来
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
す
る
基

本
的
予
防
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

国
の
Ａ
Ｗ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で
き
る
こ

と
は
大
変
良
い
こ
と
で
あ
る
。
と
言
う
の

は
、
日
本
は
Ａ
Ｗ
で
遅
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
続
け
て
き
た
が
、
欧
米
で
は
一
般
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｗ
対
応
は
国
内
で
も

取
り
組
め
る
段
階
に
来
て
い
る
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｗ
は
タ
ダ
で
は
な
く
、
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
生
産
者
は
肉
用
鶏
に
良

い
飼
育
環
境
を
提
供
し
、
成
績
改
善
に
努

め
る
が
、
今
後
の
Ａ
Ｗ
実
施
段
階
に
お
い

て
、
幅
広
く
消
費
者
・
生
活
者
・
流
通
・

加
工
・
行
政
関
係
者
に
も
Ａ
Ｗ
対
応
に
よ

る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
負
担
に
関
す
る
理
解
と

協
力
が
今
以
上
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。


